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本書に記載した学術上重要な動植物種については、種及び生息生育環境の保護・保全の観点から、

一部の位置等が特定できる図面等は非公開として、墨消し等を行っている。 

 

本書に掲載した 1/300,000 の地図は、国土地理院発行の地理院地図（標準地図）を、1/75,000、

1/50,000、1/25,000 の地図は、国土地理院発行の 1：25,000 地形図「小岩井農場」「盛岡」「南昌山」

「矢幅」「姥屋敷」「鷹高」を使用したものである。 

また、1/3,000、1/5,000、1/6,000、1/10,000、1/15,000 の地図は、岩手県の承認を得て岩手県所

有の「盛岡広域都市計画図（1/2,500、1/10,000）」を複製したものである（(承認番号)令和７年４

月 30 日岩手県指令都第８－１号）。 

なお、地図の作成にあたっては、国土地理院発行の基盤地図情報を使用した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


	表紙
	目次

